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 令和元年度学校評価～アンケート集計結果を基に～    

１２月に行った、「学校評価アンケート（保護者・教職員）」「学校と自分についてのアンケート（児

童）」についての集計結果をお知らせいたします。この学校評価のアンケート結果およびお寄せいただいた

ご意見を参考とさせていただき、これからのよりよい学校運営に生かしてまいります。 

 

 表の見方に関して  

  ・数値は、「そう思う（A）」「ややそう思う（B）」「あまりそう思わない（C）」「そう思わない（D）」 

の回答のうち、プラス回答（A）と（B）の合計となります。 

  ・（  ）内は、昨年度の数値です。設問の内容を見直して実施しておりますので、質問文が変わって    

いても、内容が同じものを昨年度の数値として扱っております。今年度新設の設問については（―）

としてあります。児童アンケートは、同内容で児童に分かりやすい文面にしたもので実施しています。 

質問項目 児童 保護者 教職員 

教職員は熱意を持って教育にあた

っている 
９８．５（ ― ） ９６．４（９５．８） ９７．９（１００） 

教職員は全ての児童にわかりやすい授

業づくり・教室環境整備を行っている 
９６．４（９５．１） ９１．５（９２．６） ８７．５（８１．１） 

教職員は児童一人ひとりに合わせ

た指導を行っている 
９２．６（ ― ） ７９．２（８２．２） ７５．０（８７．５） 

児童は楽しく学校に通っている ９１．１（９０．１） ９４．０（９６．４） １００（９７．４） 

児童は家庭学習の習慣がついてい

る 
７９．９（７４．２） ７１．０（７５．５） ６４．６（７１．８） 

児童は家の人や近所の人、友達に

あいさつしている。 
８８．１（８９．２） ７９．５（８５．５） ４１．７（６０．０） 

児童は家庭での生活習慣ができて

いる 
７７．７（ ― ） ８４．１（８５．１） ７２．９（ ― ） 

児童は友達に対して思いやりがあ

り、仲良く生活している 
９５．２（９４．１） ９６．７（９６．７） ９３．８（ ― ） 

学校は児童の様子などについて懇

談会や学校便り等で知らせている 
 ９０．２（９２．６） ９７．９（８８．２） 

学校は授業や学校行事などの教育

活動について十分公開している 
 ９３．１（９６．２） １００（ ― ） 



    

学校は児童の安全を守るために努

力している 
 ９２．３（９３．２） １００（９７．３） 

学校はいつもきれいに整理整頓さ

れている 
８３．４（８３．２） ９４．４（９６．８） ８５．４（９４．９） 

学校は保護者が相談しやすい環境

づくりに努めている 
９１．５（９３．３） ８４．０（８６．８） ９７．９（ ― ） 

学校はいじめ防止につとめている  ８１．１（ ― ） ９７．９（１００） 

学校は保護者や地域の声を学校教

育に生かそうと努力している 
 ８１．８（８４．０） １００（９５．０） 

学校は個々の児童の特性に合わせ

た学習の場を提供している 
 ６９．１（７１．９） ８７．５（９７．４） 

保護者は学校の行事に積極的に参

加している 
 ７７．８（ ― ） ９５．８（ ― ） 

 

【学習面について】 

「教職員は熱意を持って教育にあたっている」「教職員は、全ての児童にわかりやすい授業作り・教室環境整備を行 

っている」「児童は楽しく学校に通っている」の項目について、９０％以上の評価となっています。学校が取りくんで

いる教育活動をおおむね評価していただいているものと思います。 

課題としては、「教職員は児童一人一人に合わせた指導を行っている」の項目について保護者・職員共に８０％未満

であることや、また「学校は個々の児童の特性に合わせた学習の場を提供している」の項目が保護者と職員で１８％

以上評価が離れていることが挙げられます。 

本年度、習熟度別学習を週に１回程度実施してきましたが、来年度は方法や内容の工夫改善を図り、さらに効果的

な指導が行えるようにしていきます。また、わかりやすい授業・学びやすい教室環境（ユニバーサルデザインの授業）

を目指し取組んできましたが、今後は、さらに誰もが学びやすい環境整備や、負担感無く学習ができる方法の提示を

より進めていく事、個を大事にした指導を行うことを目指し職員研修を行い、指導力の向上を図っていきます。また、

児童の特性に合わせた支援についての情報を適宜発信し、保護者の皆様への理解を深めていけるようにしていきます。 

性格や得意な事が違うのと同じように、学習面でも同じことが言えます。どの子も「できた！」「分かった!」と実

感できる教育を進めていきたいと考えております。 

 

【生活面について】 

「学校は児童の様子などについて懇談会や学校便り等で知らせている」「学校は授業や学校行事などの教育活動に

ついて十分公開している」「学校は児童の安全を守るために努力している」の項目は、９０％以上の評価であることか

ら、学校の取組みや学校の安全対策についてもおおむね評価していただいているものと思います。 

 しかし、「学校はいじめ防止に努めている」「学校は保護者や地域の声を学校教育に生かそうと努力している」の項

目について、教職員と保護者で１５％以上評価に開きがあります。自由記述にてお寄せ頂いたご意見から、学級差の

ない学習指導や生徒指導を進めていく事が課題として浮かび上がってまいりました。本校では「指導のスタンダード」

を作成し、職員で共通理解を図り進めていますが、若手教員が増加していることからも、内容の見直しをしながら、随

時確認調整し、指導の一貫性を高めてまいります。今後、学校はより一層子ども達に寄り添い、開かれた学校作りに努

めていきたいと考えます。引き続き本校学校教育へのご理解・ご協力をいただきたくお願い申し上げます。 

※全てのデータ集計結果は学校ホームページに掲載してありますのでご覧ください。 


